
 

 

 

 

「自ら学び ともに豊かな生活を創り出す子どもの育成」 

～おもいやり すすんで行動 だれとでも協力 恩田の子～ 

を目指して 

校長 山根 淳一 

 

春爛漫の候、地域・保護者の皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。 

横浜では４月１日に桜の開花宣言が出されました。これは平年よりも７日、昨年よりも１７日遅い開花だそうで

す。卒業式前後に開花することの多かった近年でしたが、久しぶりに桜が咲く入学式・始業式となりました。昨年同

様、本年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

さて本校の学校教育目標は「自ら学び ともに豊かな生活を創り出す子どもの育成」です。そして目指す子ども

像は「おもいやり すすんで行動 だれとでも協力 恩田の子」です。そのような子どもたちが育つよう、私は本年

度も、以下の五つの視点で昨年と変わらぬ学校づくりに取り組んでいきたいと考えています。 

 

一 学ぶことのできる学校 

 落ち着いた雰囲気の中、学習課題に対して一人一人が自らの考えをもち、思考することができる授業。「できた、

わかった。」という実感をもつことのできる授業。学級の中で自らの考えを安心して述べることができ、その考えを

他の子どもたちが肯定的に受け止め、認め合う授業。そのような授業を通して、確かな学力を身に付け、学ぶことの

楽しさが感じられるような授業をめざします。 

二 個性を発揮することのできる学校 

背の高さ、顔の違い、皮膚の色、髪の毛の色、性格、性別、アレルギーの有無、障害の有無等。生まれつきもって

いる、本人の努力では変えられないもの。それらはその子の大切な個性であると考えます。子ども一人一人が自分

や他人の個性を理解し、認め合える人間関係を構築することをめざします。「みんなちがってあたりまえ。みんなち

がってみんないい。」と自然に思える子どもたちの育成をめざします。 

三 笑顔が絶えることのない学校 

子どもたちがいつも笑顔で過ごすことのできる学校。子どもたちにとって、一番身近な大人である私たち教職員

は子どもたちのよき理解者であり、正しい道に導く伴走者であり、信頼される存在でありたいと思います。大人も

子どもも笑顔が絶えることのない学校づくりをめざします。 

四 安全で安心な学校 

私たち教職員は、いじめは許さないという毅然とした態度を示すとともに、いじめを見逃さないようアンテナを

常に研ぎ澄ませます。学校の中に自分の居場所があり、学級や学年の一員として、自分は守られている、大切にされ

ていると子ども自身が実感することのできる学校づくりをめざします。 

五 また明日も来たいと思える学校 

学校は子どもたちが豊かな生活を送ることができる楽しい場所でなければならないと思います。子どもたちが「今

日は楽しかった。また明日も学校に来たい。」「恩田小学校が大好き。」と思えるような学校づくりをすべての教職員

と共にめざします。 

 地域・保護者の皆様、一年間どうぞよろしくお願いいたします。 
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